
四
月
十
六
日
と
五
月
十
九

日
、
立
憲
民
主
党
の
「
山
本
わ

か
子
」
衆
議
院
議
員
（
比
例
北

陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
・
京
都
府
出

身
）
が
質
疑
に
立
ち
、
港
湾
労

働
に
従
事
す
る
将
来
的
な
雇
用

不
安
に
つ
い
て
、
非
効
率
石
炭

火
力
の
段
階
的
な
休
廃
止
は
、

雇
用
を
脅
か
す
深
刻
な
懸
念
材

料
で
あ
る
。
港
湾
労
働
者
や
港

湾
運
送
事
業
者
に
し
わ
寄
せ
が

集
中
し
な
い
よ
う
に
、
必
要
な

対
策
を
同
時
並
行
で
進
め
て
行

く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
な
ど
と

政
府
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
九
日
、
立
憲

民
主
党
の
「
城
井
崇
（
き
い
た

か
し
）
」
衆
議
院
議
員
（
福
岡

県
一
〇
区
・
北
九
州
市
出
身
）

が
、
港
湾
関
係
者
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
や

港
湾
政
策
・
港
湾
労
働
政
策
に

つ
い
て
な
ど
の
質
疑
に
立
ち
、

港
湾
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る

労
働
者
代
表
の
関
り
、
港
湾
の

自
動
化
政
策
・
制
度
導
入
の
労

働
者
雇
用
へ
の
影
響
、
港
湾
運

送
事
業
基
盤
の
安
定
に
資
す
る

課
題
、
港
湾
労
働
者
の
雇
用
と

職
域
に
係
る
問
題
、
港
湾
に
お

け
る
安
全
・
安
心
の
諸
施
策
に

つ
い
て
な
ど
、
赤
羽
一
嘉
国
土

交
通
大
臣
を
直
接
質
し
、
私
た

ち
の
声
を
取
り
上
げ
て
頂
き
ま

し
た
。

赤
羽
大
臣
か
ら
は
「
国
民
全

体
に
、
早
期
に
円
滑
に
摂
取
を

終
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
港
湾
運
送
関
係
者
な
ど
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
は
行
わ
な

い
。港

湾
政
策
決
定
に
お
け
る
港

湾
労
働
者
代
表
の
関
り
に
つ
い

て
、
港
運
労
組
か
ら
年
二
回
の

定
期
的
な
申
し
入
れ
の
対
応
に

加
え
、
昨
年
六
月
以
降
二
ヶ
月

に
一
度
の
港
湾
局
担
当
課
長
等

に
よ
る
懇
話
会
を
開
催
し
て
、

現
場
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
」
な
ど
の

答
弁
が
あ
り
、
国
土
交
通
省
港

湾
経
済
課
と
全
国
港
湾
・
港
運

同
盟
に
よ
る
懇
話
会
は
公
に
認

知
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
懇
話
会
で
港
湾
労

働
者
の
目
線
に
立
っ
た
、
意
見

反
映
の
強
化
や
政
党
へ
の
要
請

・
政
策
懇
談
会
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
継
続
し
た
活
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
大
臣
答
弁
に
あ
っ
た

「
港
運
労
政
懇
話
会
」
は
、
偶

数
月
の
最
終
金
曜
日
に
定
期
的

に
開
催
す
る
と
し
、
議
題
は
双

方
が
任
意
に
設
定
し
、
懇
談
・

意
見
交
換
を
行
う
と
し
て
、
昨

年
六
月
か
ら
現
在
ま
で
六
回
開

催
さ
れ
て
お
り
、
六
月
二
十
五

日
、第
七
回
を
予
定
し
て
い
る
。

全
国
港
湾
は
、
例
年
、
秋
年
末
と
春
闘
時
に
中
央
・
地
区
統
一
行
動
に
お
い
て
、
政
党
へ
の
要
請
と
政
策
懇
談
会
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

今
国
会
審
議
で
、
私
た
ち
の
声
を
取
り
上
げ
、
立
憲
民
主
党
の
山
本
わ
か
子
衆
議
院
議
員
、
城
井
崇
衆
議
院
議
員
が
衆
議
院

国
土
交
通
委
員
会
で
質
疑
に
立
ち
、
港
湾
政
策
と
港
湾
労
働
へ
の
政
府
の
見
解
を
質
し
た
。

山本衆議院議員城井衆議院議員

全
国
港
湾
は
、
昨
年
、
十
月

二
十
九
日
に
開
催
し
た
労
使
政

策
委
員
会
に
お
い
て
、
横
須
賀

市
が
横
須
賀
新
港
ふ
頭
に
新
規

フ
ェ
リ
ー
就
航
を
誘
致
し
て
い

る
こ
と
で
、
港
湾
労
働
者
の
雇

用
・
職
域
問
題
に
発
展
す
る
と

の
提
起
を
し
て
き
た
。

日
港
協
は
、
こ
の
問
題
を

「
政
策
委
員
会
の
課
題
と
受
け

止
め
真
摯
に
協
議
し
て
い
く
」

と
回
答
し
、
そ
の
後
、
当
該
神

奈
川
港
運
協
会
に
お
い
て
対
応

が
行
わ
れ
て
い
た
。
同
年
十
二

月
十
八
日
の
同
委
員
会
で
組
合

は
、
神
奈
川
港
運
協
会
が
横
須

賀
市
へ
問
題
解
決
に
向
け
た
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
面
そ
れ
を
注
視
し
て
い

く
旨
の
表
明
を
お
こ
な
っ
た
。

し
か
し
、
現
段
階
で
も
横
須

賀
市
は
「
フ
ェ
リ
ー
船
と
車
両

船
の
共
存
」
と
の
考
え
を
一
向

に
変
え
ず
事
態
は
さ
ら
に
悪
化

し
て
い
る
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。具

体
的
に
は
、
フ
ェ
リ
ー
船

の
誘
致
の
た
め
に
、
フ
ェ
リ
ー

用
の
防
舷
材
設
置
や
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設
な
ど
で
車

両
船
の
ラ
ダ
ー
の
下
降
不
能
や

輸
出
用
車
両
の
蔵
置
場
所
が
確

保
で
き
な
い
状
況
で
、「
フ
ェ
リ

ー
と
車
輛
船
の
共
存
」
は
物
理

的
に
不
可
能
な
状
況
で
あ
り
事

実
上
、
港
運
事
業
が
停
止
と
な

り
港
湾
労
働
者
の
雇
用
喪
失
と

い
う
事
態
に
発
展
し
て
い
る
。

全
国
港
湾
は
、
こ
の
問
題
を

「
港
湾
労
働
者
の
雇
用
・
職
域

に
係
る
緊
急
重
要
課
題
」
と
捉

え
、
早
急
に
問
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
を
五
月
十
九

日
開
催
の
第
一
〇
回
中
央
執
行

委
員
会
で
確
認
し
、
五
月
二
十

日
に
日
港
協
に
「
ス
ト
ラ
イ
キ

を
含
む
行
動
の
自
由
の
留
保
」

を
通
告
し
、
雇
用
と
職
域
確
保

を
要
求
し
た
。

今
後
は
、
日
港
協
が
主
体
性

を
以
っ
て
問
題
解
決
を
行
う
よ

う
、
全
国
港
湾
と
し
て
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

二
〇
一
〇
年
十
二
月
三
十
一

日
の
大
晦
日
、
日
本
航
空
か
ら

突
然
解
雇
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト

＝
八
十
一
名
と
客
室
乗
務
員
＝

八
十
四
名
（
合
計
＝
百
六
十
五

名
）
の
「
整
理
解
雇
撤
回
」
の

た
た
か
い
は
、
今
年
で
十
一
年

目
を
迎
え
た
。

今
年
六
月
の
定
時
株
主
総
会

前
の
五
月
十
日
に
、
日
航
本
社

前
で
「
本
社
包
囲
大
行
動
」
を

一
〇
〇
名
規
模
で
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

最
中
と
な
り
中
止
し
、
原
告
団

の
「
申
し
入
れ
書
」
を
手
渡
す

こ
と
と
な
っ
た
。

東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
か

ら
出
る
放
射
能

汚
染
水
が
海
洋

放
出
さ
れ
る
▼

原
発
事
故
で
焼

け
落
ち
た
核
燃

料
を
冷
や
し
た
水
や
、
流
入
し

た
地
下
水
で
汚
染
水
は
増
え
続

け
、
原
発
敷
地
内
の
貯
蔵
タ
ン

ク
は
一
千
基
を
超
え
た
。
政
府

は
二
〇
二
〇
年
秋
に
タ
ン
ク
が

満
杯
に
な
る
と
し
て
、
海
上
に

放
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
▼
汚

染
水
は
放
射
性
物
質
を
取
り
除

く
処
理
を
し
て
い
る
が
、
高
濃

度
の
放
射
線
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム

だ
け
は
残
る
。
処
理
し
た
水
は

国
外
で
運
転
中
の
原
発
か
ら
も

排
出
さ
れ
て
い
る
し
、
今
回
は

再
処
理
し
て
か
ら
海
水
で
薄
め

て
流
す
か
ら
大
丈
夫
と
政
府
は

強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
薄

め
た
と
し
て
も
、
膨
大
な
ト
リ

チ
ウ
ム
の
総
放
出
量
は
変
わ
ら

な
い
▼
海
洋
放
出
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
福
島
県
民
や
農
林

水
産
業
が
反
対
し
て
い
る
。
原

発
事
故
後
十
年
経
っ
て
も
な
お

事
故
の
影
響
が
あ
り
、
三
十
年

以
上
続
く
と
み
ら
れ
る
放
出
で

被
害
が
拡
大
し
、
復
興
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
原
発
で
不
祥
事
を
繰
り
返

す
東
京
電
力
へ
の
不
信
も
根
深

い
▼
地
元
の
反
対
や
不
安
を
無

視
し
て
進
め
る
や
り
方
は
沖
縄

の
基
地
問
題
と
一
緒
だ
▼
本
来

な
ら
貯
蔵
タ
ン
ク
の
増
設
な
ど

も
検
討
す
べ
き
な
の
に
、
廃
炉

の
先
行
き
も
見
通
せ
な
い
中

で
、
新
た
な
被
害
を
作
り
出
し

た
り
、
原
発
事
故
の
し
わ
寄
せ

を
福
島
県
民
に
押
し
付
け
た
り

す
る
行
為
は
、
絶
対
に
ゆ
る
し

て
は
い
け
な
い
。
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